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論 文 要 旨

目的 2 型糖尿病 （以下、 T 2 D M と略記） に

伴 う 大血管合併症の相対 リ ス ク は女性で

尚9 - ＜ ヽ T 2 D M が惹起する心血管疾患の リ ス

ク 因子における性差が注目 されている '。 し

か し、 T 2 D M の細小血管合併症の リ ス ク 因

子の性差には不明点が多い。 特に、 糖尿病

性網膜症 （以下、 D R と 略記） の リ ス ク因子

における性差に関する報告は数少な ＜ 、 疋ヽ

見が得 られていない。 この よ ぅ な背景を踏

ま え、 沖ゲ縄県の コ ホー 卜 を用いて T 2 D M 患

者の D R 関連因子における性差に関 して後

方視的に解析した。

方法： 20 0 9 年に琉球大学第 2 内科、豊見城

中央病院を受診 した T 2 D M 患者の中で眼科

医に よ り DR の評価を受けた 2 1 4 人（男性

1 1 9 人、 女性 9 5 人）を対象 と した。 国際重

症度分類に従い、 DR な し、 非増殖性 D R、

増殖性 DR の 3 群に分類した。 20 0 9 年に DR 

な し (1 4 2 人 男性 8 8 人、 女性 5 4 人）、 非
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増殖性 DR (7 2 人 男性 3 1 人、 女性 4 1 人）

と 診断 した患者の 中か ら平均 7 年の フォ

ロ ア ツ プにおいて D R の発症あるいは増

車9Cヽ ヽ 発症 ． 増悪を合わせた患者の進展 ． 悪

化関連因子を男女別に検討した。

結果 DR の発症は 4 1 人 (29 % : 男性 2 5 %、

女性 3 5 %)、 増悪は 2 6 人 (36 %：男性 4 2 %、 女

性 3 2 %)、 発症， 増悪を合わせた数は 6 7 人

(3 1 % : 男性 2 9 %、 女性 3 2 %）であ り ヽ それぞ

れに性差はなかっ た。 C O X 比例ハザ ドモ

デル に よ る 縦断解析 に て 明 ら かに な つ た

男女に共通する 関連因子は T 2 D M 罹病期間

(D R 増悪
’ 
男性 p::::Q, 027、 女性 p=O. 034) 

のみであ り 、男性のみの関連因子は低アル

ブ ミ ン血症 (DR 増悪 p=O. 009)、 女性のみ`̀‘ 

の 関 連 因子 は H b A 1 c 値高値 (D  R 増悪

p=O. 038、 D R 発症＋増悪 ; p=O. 006) 、 eG FR 値

低値 (D R 発症 ， p = 0. 0 2 9、 DR 発症＋増悪

p=O. 007)、低尿酸血症 (DR 発症； p= 0. 0 1 2、

DR 発症＋増悪 p=O. 006)であった。
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考察 沖縄県の T 2 D M 患者コホー 卜 を対象

に解析した結果、 従来、 末解明な部分が多

＜ 残されていた DR 関連因子における性差

に関 して、男性特異的因子として低アルブ

ヽ ン血症、女性特異的因子と して H b A 1 c 値ヽ

高値、 eG F R 値低値、低尿酸血症が抽出され

た。 DR 関連因子と しての低アルプミ ン血

症や低尿酸血症の意義に関 しては骨格筋

量や血清尿酸値におけ る男女差と の関連

性が示唆された。限られた症例数における

検討であ り 、網膜症の評価タイ ミ ングの設、

定や血圧値データの欠損な ど、後方視解析

ゆえの限界・ 問題点が多数、 存在する フ`ー と、一

は否めないが、本研究を足掛かり に して今

後、 大規模な前向き観察研究によって D R 

関連因子の性差を明 ら かに出来れば質の

高い個別化医療の構築に貢献出来る可能

性が期待出来る。


